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発表演題名 越前市東部集中豪雨災害における洪水廃棄物について 

発表学会名 第 34回全国都市清掃研究・事例発表会 
発表者名 田中宏和 （環境部） 

開催場所 北九州国際会議場 

発表日時 平成２５年２月７日（木）～９日（土） 

発表内容 近年、局所的な豪雨災害が各地で発生している。2012年 7月 20日には、
福井県越前市東部に局所的な集中豪雨が降り、洪水災害が発生した。被災

時における洪水廃棄物処理計画の立案には、過去の災害における被災自治

体の対応事例が参考になるが、洪水廃棄物の発生状況や行政対応事例報告

は少ない。そこで、越前市東部集中豪雨災害での洪水廃棄物への対応事例

を福井豪雨災害と比較しながら報告した。 
福井豪雨に比べて、越前市東部集中豪雨災害で発生した被災世帯あたり

の災害廃棄物量は約半分程度に少なかった。 
福井豪雨、越前市東部集中豪雨とも、災害廃棄物を運搬する車両の平均

積載量は車両あたり1.2～1.4トンであり、主な廃棄物は可燃ごみであった。
また、被災世帯あたりの廃畳の排出量原単位は世帯あたり 8～10枚であり、
災害間で差はみられなかった。さらに、リサイクル家電の排出量原単位は

福井豪雨では正確に把握できなかったが、越前市東部集中豪雨災害では世

帯あたり 10kg 程度発生することが確認された。災害廃棄物を増加させる
原因として、便乗廃棄物の排出が懸念された。 
 越前市東部集中豪雨災害対応で越前市は、福井豪雨の教訓を活かした対

応を実施し、仮設集積場の適切な設営と分別管理を特に重視した。その結

果、被災者のモラル低下の抑制と、適切な仮設集積場の設営管理に成功し、

災害廃棄物発生量を抑制できたと考えられる。本事例は災害廃棄物の処理

処分において、過去の災害対応の知見蓄積と活用が有効であることが示さ

れた事例であった。 
 


